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「おのずから」と「みずから」
竹内整一（東京大学）
　昨年の11月に東京大学で、「軸の時代1／軸の時代II一いかに未来を構想しうるか？」というシンポ
ジウムを、社会学者の見田宗介さんを基調報告者として、加藤典洋さん、島薗進さん、田ロランディさん、
竹田青嗣さんらと行いました、
　人間の精神史に、「軸の時代」という、ギリシア哲学、仏教、儒教、キリスト教など、現代にいたる精神
の基軸の創出された時代があり、その知恵でこれまでわれわれは生きてきたが、今やわれわれは、このま
まの地球環境下では人類の存続はあぶないというところまで来てしまった、それゆえ、この事態に応えう
る新たな「軸の時代ll」ともいうべき思想を構想しなければならないが、それはいかに可能か、というこ
とを問うたものです。
　議論の方向としては、その課題は、人間と世界の「有限性」というものを引き受ける思考の枠組みと社
会のシステムを構築することにあるということ、人間を大事にするという思想は、人間だけを大事すると
いう思想を超えることによってしか支えられないこと、それを、今始まりつっある人々の意識の変容のう
えに設定すること、などが確認されましたr今後とも持続的の問うて行くべき二とですが、これもまた、
こちらで展開されているエコ・フィロソフィという営みの一環ということになろうかと思います，
　倫理学・日本思想史を専攻しております私自身は、こうした課題に、「おのずから」と「みずから」の「あ
わい」という視点でアプローチしようと考えています．
　それは、以下のような問題関心からのものです、
　たとえば、われわれは、就職や引っ越し、また結婚といったような人生の節目の出来事のおいては、し
ばしば「今度結婚することになりました」「就職することになりました」というような言葉遣いをします，
「就職（結婚）することにしました」と言うべきところでも、そう表現することがあります。そこには、
いかに当人「みずから」の意志や努力で決断、実行したことであっても、それは「おのずから」そう〃な
ったのだ〃と受けとめるような受けとめ方が、どこかにわれわれのうちにはあるということが示されてい
るように思います．
「出来る」という言葉にも同様の事情があります，「出来る」とは、もともと「出で来る」という意味です。
ものごとが可能になるのは、「みずから」の主体的な努力や作為によるとするよりも、「おのずから」そう
した結果や成果が成立・出現してきたのだという受けとめ方があったがゆえに、「出で来る」という言葉が
「出来る」という可能の意味をもつようになったとされる言葉ですLl
「自（か）ら」と書いて、「みずから」とも「おのずから」とも読むのも同じです。そこには、「みずから」
したことと、「おのずから」なったこととがまったくの別事ではないという受けとめ方があるということが
示されていますc
　このような言葉遣いや受けとめ方のあるところでは、ややもすれば、人生やこの世のもろもろの出来事
は、っまりはこうした「おのずから」の働きでなって行くのであって、「みずから」は遂に担いきれない、
したがってまた責任もとりえないといった考え方も生まれてくることもあります，
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　「結婚することになりました」という言い方を、文字どおり「おのずから」の〃成り行きでそうなったの
だ〃という意味で語ったのだとすれば、もしその結婚がうまく行かず離婚することになったとしても、そ
のなったは、「今度離婚することになりました」と、同じように当事者不在の意味合いで語られてしまいま
す、
　われわれに親しい小説のスタイルとして私小説というのがありますが、これは自然主義と呼ばれた作家
たちが、私「みずから」の身辺に起きたことを、「残る処なくさらけ出して」いけば、それで「おのずから」
小説になるという発想で書かれたものです。
　こうした発想で、「真実なれ、自然なれ」とのモソトーでどんどん「残る処なくさらけ出して」行ったの
ですが、そうした先でなされた総括は、「矛盾でも何でも仕方ない，その矛盾、その無節操、これが事実だ
から仕方ない，事実！事実！」佃山花袋『蒲団』）、「人間の浅ましさ＿けれどこれが人間である。これが
自然である」（同『生』）といったような詠嘆です，そこには、誰も起きた出来事に責任を負う主体はあり
ません．rここでその自然主義とは、自己弁護ないし現実の無条件容認主義に堕しています。
　それはまさに「無責任の体系」（丸山真男）とか、「甘えの構造」（土居健郎）などと指摘されてきたとこ
ろのものです。そうした傾向は、日本人の中にたしかにあります。エコ・フィロソフィの観点からいって
も、それは自然に「甘える」と評されるようなことにもっながる、あらためて反省すべき大事なポイント
だろうと思いますLt
　それでは、みんながみんなそうした無責任な成り行き主義で語っているものと考えていいのかというと、
必ずしもそういう否定的な意味合いだけではありません。たとえば、どんなに「みずから」努力しても、
結婚する相手に出会うということは別事です、，出会いというのは、基本的に自分を超えている出来事であ
るU自分以上の、あるいは自分以外の働き、縁とか偶然とか手助けとか、そういうもののなかで、人は人
に出会うのであるし、また出会った後のさまざまな幸・不幸の不慮の出来事を重ねたうえでやっと結婚と
いう事態にいたるということです。「結婚することになりました」とは、そうした感受性の表現でもあると
いうことです、
　幾多のすぐれた思想、とどめおくべき思想の名に値する思想においては、そうした感受性をとぎすまし、
今述べたような日本の思想の陥りやすい傾向を批判することにおいてこそ創出されているということがで
きます。
　一例だけ、たとえば、今の自然主義との関係で親鷺の思想について取り上げておきますと、親鷺は自然
主義によく似ていると言われます。たしかに親鷺は、われわれの煩悩の、如何ともしがたいことを嘆き見
っめ、それを持ったまま絶対的な阿弥陀の働きにおいて救われるのだ、と説いています、親鷺によれば、
われわれがそれを信じそれによって救われるという阿弥陀というのは、じつは「自然」（「おのずから」）の
働きのことです。
　こうした考え方は、たしかに自然主義の考え方に近いように見えますし、また事実共通するところを多
く持っているのですが、しかし、両者の決定的に異なるところは、親鷺においては、こちら側の「みずか
ら」のはからいは、けっして阿弥陀の「おのずから」の働きと重なるものとしては受けとめられていない
ということです、，自然主義文学では、「みずから」と「おのずから」は基本的に連続すべきものとして考え
られていたのですが、親鷺の「おのずから」思想においては、「みずから」のはからいはあくまでも自力の
それとして、「おのずから」の働きはどこまでも他力、絶対他力のそれとして説かれているということですtコ
この、「おのずから」（阿弥陀）が絶対他の力・働きとしてあるということは、親鷺思想のきわめて大変な
ところであって、「信」、信ずるということの大事な問題がそこに出てくるわけです．
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　周知のように、「おのずから」という言葉は、古語では、自然の成り行きのままで、当然に、という現代
の使い方と同時に、万一・偶然に、という無常の意味でも使われています、「おのずからのことあらば」と
は、もし万一死んだならば、という意味です、それは、人間の側からすれば万一・偶然と思われる事態も、
より高い次元である宇宙的地平から見れば当然の成り行きなのだという説得でもありますが、同時にそれ
は、「おのずから」の出来事は、「みずから」の営みには如何ともしがたい他の働きとして働いているのだ
という説得でもあります．死とは、まさにそうしたこととして説得し納得する以外にない事態のことです。
つまり、「みずから」の営みは「おのずから」の働きうちにありながら、「おのずから」の働き自体は、わ
れわれには不可抗の他の働きとして働いているということです。
　以上のような言葉遣いや受けとめ方に見られる祖先たちの大事な知恵は、人生やこの世のもろもろの出
来事には、「みずから」の営み（意志、欲望、願い、努力、技術、作為、．．．）と、「おのずから」の働き（生、
老、病、死をはじめ、生き物・自然の働きのあれこれ）という、二つの相異なる営み・働きの「あわい」
においてこそあるのだということを教えるものだろうと思います。
　こうした「あわい」の問題は、つまるところ、この自己という人間存在が自然でありっつ、かつ、ない
という、すぐれて普遍的な「あわい」の問題でもあります。ですから、それはむろん日本人の思想の問題
だけではありません。私が問うているのは、その特殊日本的な思想表現だということになります。
　そうしたものの中から、今日の課題のエコ・フィロソフィに寄与できるような思想的リソースとして、
二人の思想家を取りあげておきます。
　一人は、幕末の二宮尊徳（1787－1856）です。彼は近世末期の荒れた農村や藩をあちこち立て直していっ
た実践家です。その全集を見ると、膨大な数字が並べられていますが、それは、今その場で問題になって
いることがどういう状況かをきちんと調査・把握して、それを基礎に生産と消費とのバランスをとった改
革案をつくるためのものでした。そうしてつくった案を関係者に提示し守らせ、そのことによって、その
場をいい方向へと循環・運転せしめるようにしています。そうした仕方を、こういう比喩で表現していま
す。
　一一人道というのは、たとえば、水車のようなものである、その半分は水流に順い、半分は水流に逆っ
て回転する。丸ごと水中に入れば回らないで流されてしまうし、また、かといって水流を離れれば回るこ
とはない。よろしき程に水中に入れれば、水車は滞りなく運転される。人道もそのように、天道に順いて
種を蒔き、天道に逆って草を取り、欲に随ひて家業を励み、欲を制して義務を考えるべきなのである、云々
と（『二宮翁夜話』）。
　それはまさに、「おのずから」と「みずから」の「あわい」をそれとして捉えた思想であり、現実にこう
した思想において、農村改革を実現していったことにあらためて注目されます／．／その後、彼の思想は、後
継者らによって受けつがれていく中で、修身教科書や金次郎の銅像などに見られるように、道徳化しなが
ら明治国家に利用された側面もありますが、むろんその点は検証しつつも、その大事な発想に学ぶところ
は多いと思います。
　もう一人は三木清（1897－1945）です。三木は、京都学派に属する哲学者です。彼は、生命はすべて環境
においてあるが、その中にあってとりわけ人間は、環境のうちにありながら環境から乖離しているところ
にその独自の位置があると人間を捉えます。そこに人間の不安、動揺、虚無などがあるとして、そのまま
では、つまり、環境から切り離されたままでは生きていくことができないから、再び環境と結びつこうと
するのだと、そうした人間の営みが「技術」なのだといっています。
　もともと「技術」というのは、環境から離れた人間の、環境に対する戦いとして生まれたものではある
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が、そうした戦闘的側面だけを強調してはならないとして、自然から離れた人間がその技術によって再び
自然と結合し、白然に環帰させるものという点を強調しているわけです　その意味で、人間の技術は、自
然の技術を受けつぎ、それを完成させるものなのだという言い方もしています、
　三木は、そうした「技術」を、人間独自の能力として「構想力」「形成力」と名づけられる営みとして考
えています，「構想力」とは、われわれの感性と理性とを統合して、「形」としての秩序を作り出すカのこ
とですが、その緯想力」自体が、人間をこえた自然全体の働きに基づいたものであるとして、「自然の構
想力」という考え方を提出しています、こうした考え方は、死後発見された「親鷺」と題する未完の遺稿
の内容とも関わり、きわめて微妙な、しかし大事な思想が含まれているように思います．
　尊徳も三木も、いずれも、「おのずから」と「みずから」の「あわい」ということをそれ自体として意識
的に受けとめた思想家だと思いま仁ここで使っている「あわい」という言葉は、単なろ「あいだ」の意
味ではなくして、二者が相互に行き交い、相克・相乗しながら、新しい創造的な次元のものを生み出して
行くというダイナミックな概念として考えています。（ちなみに、「あわい」とは、「会ふ」の連用形「会ひ」
の「会ひ会ひ」が約まったものとも、「動詞「あふ（合）」に接尾語「ふ」の付いた「あはふ」の名詞化共
いわれておりまして、いずれにしても、二者の相互に行き交う動的関わりを表現する言葉です）。
　最後に、もう一点、最近、私はとくに「はかなし」「かなし」という感情のあり方を問題にしているので
すが、そのことにっいて申し上げておきます。
「はかなし」とは、「はか」がないこと、つまり、「はかがいく」「はかどる」の「はか」がないことで、努
めても努めてもその結果をたしかに手に入れられないということから、あっけない、むなしい、という意
味になった言葉です。また、「かなし」とは、語源的には、そのカナが「＿しかねる」のカネと同根とさ
れる言葉で、力が及ばずどうしようもないという、有限さ・無力さを表す言葉です、
　それらはいずれも、われわれの限りあること、有限なことを表す言葉で、むろん否定的・消極的な意味
内容をもっているものですが、しかし同時に、そうした感じ方をきちんと受けとめることによってこそ、
生きる基本において大切な、他者との倫理や、世界の美しさ、また、神や仏といった超越的な存在へとつ
ながることができるものとして考えられてきたもののように思います。言い換えれば、それらは、すぐれ
て「みずから」と「おのずから」の「あわい」に発する感情だということです。
　それはまた、最初に申し上げた、「軸の時代」シンポの、今われわれの課題はあらためて「有限性」とい
うものをどう引き受けるかだという課題に対する、ひとつの答え方だとも思います。
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